
本
日
の
講
演
で
は
、
タ
イ
と
イ
ン
ド
の
貿
易
、

経
済
協
力
関
係
に
つ
い
て
、
両
国
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
進

展
と
か
ら
め
な
が
ら
、
以
下
お
話
し
し
て
い
き
た

い
。

●
タ
イ
と
イ
ン
ド
の
貿
易
・
経
済
協
力

ま
ず
両
国
の
貿
易
関
係
だ
が
、
両
者
の
文
化
的
、

歴
史
的
関
係
は
長
い
も
の
の
、
貿
易
額
は
少
な
い

も
の
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
三
年
間
、
非

常
に
伸
び
て
き
て
い
る
。
タ
イ
か
ら
イ
ン
ド
へ
の

輸
出
は
、
機
械
を
は
じ
め
と
す
る
工
業
品
が
全
体

の
七
五
％
を
占
め
、
タ
イ
の
イ
ン
ド
か
ら
の
輸
入

は
宝
石
、
金
属
鉄
鋼
等
、
原
材
料
が
そ
の
ほ
と
ん

ど
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
今
後
の
両
国
の
貿
易
関
係
を
概
観
し
て

み
よ
う
。
イ
ン
ド
は
平
均
関
税
率
が
一
八
％
と
高

く
、
一
方
、
タ
イ
側
は
平
均
一
二
％
で
、
両
国
の

経
済
の
「
統
合
」
ま
で
は
時
間
が
か
か
り
そ
う
で

は
あ
る
。
た
だ
し
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
作
業
を
進
め
て
い
る

の
で
、
将
来
的
に
イ
ン
ド
は
、
タ
イ
に
と
っ
て
貿

易
、
投
資
先
と
し
て
非
常
に
有
望
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
言
え
る
。
一
九
九
一
年
以
降
、
イ
ン
ド
政

府
の
経
済
改
革
に
よ
り
、
イ
ン
ド
は
よ
り
世
界
に

対
し
て
、
例
え
ば
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
に
対
し
て
も
、

開
か
れ
た
国
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

●
イ
ン
ド
経
済
の
特
徴

イ
ン
ド
の
魅
力
は
、
人
口
が
多
く
、
富
裕
層
も

少
な
く
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
し
て
労
働
力

で
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
産
業
の
中
心
地
で
あ
り
、
年
間
三

五
万
人
以
上
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
大
学
を
卒
業
し
て

い
る
。
賃
金
コ
ス
ト
は
低
く
、
英
語
を
話
す
こ
と

も
で
き
る
。
ま
た
経
済
成
長
率
も
六
〜
七
％
と
、

ア
ジ
ア
で
は
中
国
に
次
い
で
二
位
の
成
長
率
と
な

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
確

実
に
短
期
間
で
イ
ン
ド
経
済
は
成
長
す
る
と
予
想

さ
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
財
政
赤
字
の
問
題
が

存
在
す
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
一
○
％
の
大
き
さ
で
、
成

長
の
た
め
に
解
決
す
べ
き
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

●
投
資
先
と
し
て
の
タ
イ
の
利
点

一
方
タ
イ
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
タ
イ
は
イ
ン

ド
の
玄
関
口
と
も
な
っ
て
お
り
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
よ
り
、
空
路
、
海
路
、
陸
路
と
も
、
タ
イ
が
イ

ン
ド
へ
向
か
う
交
通
の
要
衝
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
の
調
査
に
よ
る
と
、
Ｆ
Ｄ
Ｉ

の
額
で
、
タ
イ
は
中
国
、
イ
ン
ド
に
次
い
で
ア
ジ

ア
で
三
位
、
世
界
全
体
で
九
位
で
あ
っ
た
。
国
際

経
営
開
発
研
究
所
（
Ｉ
Ｍ
Ｄ
）
の
調
査
で
は
、
競

争
力
と
い
う
点
に
お
い
て
タ
イ
は
第
二
七
位
に
ラ

ン
ク
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
日
本
は
タ
イ
へ
の
ト

ッ
プ
投
資
国
で
あ
る
。
国
際
協
力
銀
行
（
Ｊ
Ｂ
Ｉ

Ｃ
）
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
メ
ー
カ
ー
は
海

外
事
業
の
場
所
と
し
て
、
中
国
に
次
ぐ
二
番
目
の

国
と
し
て
タ
イ
を
選
択
し
て
い
る
。
何
故
企
業
は
、

タ
イ
を
投
資
先
と
し
て
選
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
政
権
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
し

て
政
権
の
リ
ー
ダ
ー
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
理
解
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。
タ
ク
シ
ン
首
相

の
も
と
で
、
自
由
化
改
革
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い

る
。
ま
た
社
会
も
安
定
し
、
外
国
人
、
外
資
を
受

け
入
れ
る
土
壌
が
あ
る
。
道
路
、
海
上
交
通
網
も

整
っ
て
お
り
、
新
し
い
空
港
も
来
年
開
業
す
る
。

さ
ら
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
る
方
針
で
、
タ
イ

政
府
は
五
年
間
総
額
で
四
二
五
億
ド
ル
の
予
算
を

認
め
て
い
る
。
タ
イ
は
東
南
ア
ジ
ア
、
南
ア
ジ
ア

に
も
近
い
の
で
地
理
的
に
も
有
利
で
あ
り
、
海
路
、

空
路
、
陸
路
の
拠
点
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
海
上
輸

送
に
関
し
て
は
、
現
在
拡
張
中
の
ラ
ノ
ン
港
が
完

成
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
イ
ン
ド
ま
で
二
五
日
か
か

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
四
〜
七
日
に
短
縮
で
き
、
輸

送
コ
ス
ト
が
大
幅
に
削
減
で
き
る
。

タ
イ
・
イ
ン
ド
の
経
済
協
力
及
び
ア
ジ
ア
共
同
体
と
の
関
係
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ま
た
、
労
働
者
の
賃
金
、
オ
フ
ィ
ス
の
賃
料
、

駐
在
員
の
生
活
費
、
工
業
用
の
電
気
料
金
等
が
か

な
り
安
く
、
こ
の
よ
う
な
コ
ス
ト
を
総
合
す
る
と
、

バ
ン
コ
ク
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ス
ト
は
か
な
り
低

い
。さ

ら
に
タ
イ
は
政
策
面
で
も
規
制
が
少
な
い
。

輸
出
規
制
は
な
く
、
製
造
業
に
関
し
て
は
外
資
規

制
も
な
い
。
投
資
の
規
制
が
少
な
い
う
え
、
税
制

面
等
の
優
遇
策
も
揃
っ
て
い
る
。
政
府
が
力
を
入

れ
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
セ
ク
タ
ー
が
い
く
つ
か
あ
る

が
、
そ
の
中
で
も
、
貴
金
属
・
宝
石
、
自
動
車
、

情
報
通
信
に
つ
い
て
は
イ
ン
ド
と
大
き
な
利
益
を

共
有
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

●
タ
イ
・
イ
ン
ド
と
Ｆ
Ｔ
Ａ

次
に
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
タ
イ
は
、

輸
出
市
場
拡
大
の
た
め
に
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
進
め
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
内
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と

中
国
、
タ
イ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド
、
そ
し
て
交
渉
中
の
ア
メ
リ
カ
、

ペ
ル
ー
と
の
も
の
が
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
内
に
関

し
て
は
、
一
九
九
二
年
の
当
初
か
ら
の
加
盟
国
六

カ
国
間
で
は
、
関
税
率
が
五
％
未
満
、
そ
し
て
貿

易
の
六
○
％
が
無
関
税
と
な
っ
て
い
る
。
二
○
○

五
年
に
は
関
税
が
全
廃
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
新

加
盟
国
に
関
し
て
は
、
二
○
一
五
年
が
期
限
と
な

っ
て
い
る
。
イ
ン
ド
と
タ
イ
の
間
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
協
議

で
は
、
物
に
関
し
て
は
、
早
期
収
穫
方
式
（early 

harvest

）
に
よ
り
、
八
二
品
目
に
つ
い
て
は
予
定

よ
り
前
倒
し
で
関
税
引
き
下
げ
を
行
う
こ
と
で
合

意
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
八
二
品
目
に
つ
い
て
は

イ
ン
ド
、
タ
イ
間
の
貿
易
が
非
常
に
短
期
間
で
大

き
く
延
び
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
品
目
に
つ
い

て
は
二
○
○
六
年
九
月
に
は
関
税
が
ゼ
ロ
と
な
る

予
定
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
品
目
に
つ
い
て
も
交

渉
が
進
ん
で
お
り
、
二
○
○
六
年
中
に
交
渉
が
完

了
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
関
税
全
廃
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
、
二
○
一
○
年
と
な
っ
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
、

投
資
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
大
き
な
進
展
は
な
い
。

さ
ら
に
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
お
い
て
重
要
な
の
は
両
国
間

の
経
済
協
力
と
い
う
側
面
だ
ろ
う
。
貿
易
の
円
滑

化
、
相
互
認
証
、
ビ
ザ
、
情
報
通
信
、
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
知
的
財
産
権
等
々
、
協
力
す
べ
き

分
野
が
多
く
あ
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
イ
ン
ド
間
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
つ
い
て

は
タ
イ
・
イ
ン
ド
間
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
基
本
的
に
は
同

じ
考
え
方
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
進
捗
は
、

当
初
の
想
定
よ
り
は
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
。
と

い
う
の
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
内
で
の
意
見
調
整
に
時
間

が
か
か
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

Ｂ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
（
ベ
ン
ガ
ル
湾
多
分
野
技
術

経
済
協
力
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
）
に
つ
い
て
は
、
南
ア

ジ
ア
を
中
心
に
七
カ
国
が
参
加
し
て
い
る
が
、
途

上
国
と
後
発
途
上
国
が
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

合
意
は
な
か
な
か
難
し
い
。
枠
組
み
に
関
し
、
今

年
（
二
○
○
五
年
）
中
に
は
妥
結
す
る
方
向
で
は

あ
る
が
実
際
に
は
困
難
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

Ｆ
Ｔ
Ａ
が
導
入
さ
れ
て
以
来
、
タ
イ
と
イ
ン
ド

の
間
の
貿
易
は
増
加
し
て
き
て
お
り
、
今
後
、
こ

の
伸
び
は
加
速
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
の
関
税
撤
廃
が
進
み
、
タ
イ
・
イ
ン
ド
の
Ｆ
Ｔ

Ａ
も
進
む
と
、
直
接
投
資
も
増
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
宝
石
、
自
動
車
、
情
報
通
信
分
野
、
中

で
も
中
小
企
業
の
投
資
が
増
え
る
と
期
待
さ
れ
て

い
る
。

●
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
今
後
の
課
題

複
数
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
入
っ
て
い
る
と
、
他
の
国
に

対
す
る
競
争
上
の
優
位
性
が
生
ま
れ
、
複
数
の
と

こ
ろ
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
持
っ
て
い
る
国
に
投
資
が
集
ま

る
。
も
ち
ろ
ん
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ

る
ス
パ
ゲ
テ
ィ
・
ボ
ウ
ル
現
象
に
は
気
を
つ
け
る

必
要
が
あ
る
。
課
題
と
し
て
は
、
競
争
を
進
め
、

コ
ス
ト
効
率
を
上
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
ま
た
品
質
を
国
際
基
準
に
す
る
必
要
も

あ
り
、
政
策
を
改
善
し
国
際
的
な
シ
ス
テ
ム
に
整

合
的
な
制
度
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
Ｒ
＆
Ｄ
へ
の
投
資
、
技
術
移
転
や
ジ
ョ
イ

ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
進
め
る
こ
と
、
ク
ラ
ス
タ
ー

の
形
成
、
前
方
・
後
方
連
関
の
実
現
等
も
必
要
と

な
っ
て
く
る
。

イ
ン
ド
が
市
場
を
全
面
的
に
開
放
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
タ
イ
は
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に
受
け
る

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
イ
ン
ド
へ
の
地

理
的
な
近
さ
や
文
化
的
な
つ
な
が
り
が
あ
る
タ
イ

は
、
イ
ン
ド
へ
の
玄
関
口
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

（C
 hularat Suteethorn

／
タ
イ
財
務
省
財
務

政
策
局
副
局
長
）
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